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セラミックス複合材料ＣＭＣの
力学特性解明
航空機用エンジンの性能向上や地球環境への負荷軽減が求められています。セラミック
ス複合材料（CMC）は、軽量・耐熱性をもつ材料として、将来のエンジンに欠かせない材料
です。CMCを安全・安心に利用するために、CMCの力や熱による損傷機構を理論・実験
の両面から研究しています。

片柳研究所CMCセンター 教授　香川豊
https://www.teu.ac.jp/karl/cmc/
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地球環境

SiC繊維をSiCマトリックスと複合化したSiC/SiCを利用するた

めには、部材の表面に耐環境コーティングを施工することが必

要になります。耐環境コーティングが剥離すると、部材の耐久

性が著しく低下します。剥離現象を解明する研究を行っていま

す。各種コーティングや塗装などの剥離問題も解析しています。

高温構造材料として利用する際には疲労損傷とクリープ損傷

が同時に生じる条件下での力学特性の変化を知る必要があり

ます。1000～1500℃までの温度で試験を行い、ミクロスケー

ルからその結果を利用して、SiC/SiCの部材を設計するための

条件を決定する方法や、部材の健全性を保証する方法を調べ

ています。

SiC/SiCの破壊現象を詳細に調べ、力学モデルを作成すること

を行なっています。写真はSiC/SiC表面の歪み分布を画像相

関法で求めたものです。連続体力学を利用した解析を行うた

めの力学モデルです。材料中に多数のクラックを含む場合の

挙動に注目し、実験的に調べ、理論的な解析やシミュレーショ

ンを行っています。
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耐環境コーティングの信頼性

SiC/SiCの力学解析

SiC/SiCの高温疲労・クリープ


